
                                 令和２年6月27日（土） 

第46回「南木倶楽部全国勉強会」（第131回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治（みなきたかはる） 

大局を見る。近未来日本の可能性。 
（はじめに）日本だけの為に準備されている「宇宙プログラム」があるとして、プログラムはそれを動かさな

ければ何も出現しない。日本人は「左翼」でない限り、「天皇国日本」が永遠に続く「予感」を大多数の

人が持っている。これが我が国最強のプログラムである。現在「世界大戦」進行中。戦国時代である。

チャイナ共産党が滅びる事を予想する人は多いが、アメリカ合衆国は何時までもあると多くの日本人が

錯覚している。憲法改正の絶対的必然性は、アメリカ合衆国は、ある朝、目覚めると無くなっているか

もしれない、と言う予感を多くの日本人が持てば、誰でもすぐに分かる。そこまでのシナリオを考えて

おかねばならない。日本は目覚める。日本人には皆、戦国時代の歴史が常識としてあるのだから、今、

世界は戦国時代なのだと思えば、世界情勢の分析など、本当に簡単。 

チャイナ共産党崩壊 → アメリカの内紛と分裂 → 第2次日英同盟 （英国は香港を取り返す。） 

1868年の明治維新から1945年の大東亜戦争終戦まで77年。1945に77を加えると2022年になる。2022

年の我が国は、今の我が国とは違う国になっていると思わねばならない。 

また、ロシア革命1917年 → 74年後のソビエト連邦の崩壊 1991年。 

中華人民共和国の建国1949年 74年後は 2023年。 

大局は「ホログラム」のように、小さな部分の中にも実在している。全ての場所は宇宙の中心。 

「宇宙論における人間原理」の問題。秒速30万キロメートルの「光速」は設計されたプログラムなのか？ 

「歴史」にもプログラムがあるか。「必然」と「意識」。重要なのはまず何を正しいと感じるか、各瞬間

の澄み切った直感が大切。理屈は後からついてくる。 

⑬ アメリカの黒人問題。シアトル。西海岸。カリフォルニア独立の芽は消えていない。 
⑭ 世界最高性能のコンピューター「富岳」ができた。ワクチンも日英米で治験が始まっている。オリンピックできる。 
⑮ チャイナ共産党の崩壊。5 戦区の独立。「大英帝国」の香港奪還。習近平はチャイナ共産党最後の主席。

トランプ再選、ほぼ間違い無し。一刻も早いワクチンの完成が全てを決する。チャイナが先にワクチンを

を完成させたら？。 

⑯ チャイナ潜水艦について。わざと日本に発見してもらいたかったのでしょう。習近平は軍を掌握できてい

ない。 

⑰ 北京は 東京都あまり変わらないほどの感染者数なのに、なぜ空港まで閉鎖しているのか。「コロナ」に

かこつけて閉鎖したが、実は「中南海」が「革命」を恐れて、首都に「戒厳令」を予め敷いていると思っ

た方が良い。2021 年、チャイナ共産党崩壊の可能性大。李克強が習近平を実質批判できるようになって

きた背景があるはず。 

⑱ スウェーデン「孔子学院」廃止。チャイナ封じ込めは着々と進んでいる。香港の火種は続く。アメリカの

「制裁」で、チャイナと抜き差しならない企業自身がアメリカの制裁対象になってしまう恐れ。この事を

日本のマスメディアが言わないから、日本の企業経営者は分かっていない。例えトランプ政権が終わって

も流れは変わらない。 

⑲ 経済の「ワンワールド」、「パックスアメリカーナ」は「異形のチャイナ共産主義帝国」の出現によって終

わった。「世界第2位の経済大国」となって、「資本主義、自由主義」世界に紛れ込んで育った「共産主義・

全体主義」が、自身だけは「資本主義、自由主義」のルールを守らない「寄生体」であるにもかかわらず、

巨大化した「癌細胞」のように、本体の生命を脅かす状態になった。アメリカはウイグル人権法、香港、

台湾を支援してチャイナ内部に法的に、すでに攻め込んでいる。2020.1.31英国 ブレグジットで、次の

世界体制の布石は出来た。 

⑳ 資金を持ち帰れないのに、なぜ企業幹部はチャイナに進出したのか。 

21 英国が香港を取り返す以前の混乱時期は、我が国にとって非常に重要。東京はもう一度世界の金融センタ

ーになる。 

22 我が国の防衛にとって、最も重要な事は「核シェア」の実現である。「イージスアショア」配備の中止は

何重にも朗報。「敵地攻撃能力」と政府が同道というようになった事は当然の展開だが、素晴らしい。→

トマホークを持つこと。日本の潜水艦から発射できるようにする事。 

チャイナ共産党崩壊後、必ずアメリカは混乱期に入る。もしもＧＡＦＡ（「地上の人間を殺す権威」を与 



①   えられた「四騎士」とヨハネの黙示録になぞらえられるようになった）があるから。4社でアメリカ

が習国連邦政府を超える力をもてると勘違いしている。少なくともトランプ大統領出現までは本気だった。 

② 1989年末の日経平均最高値で我が国の「黄金時代」は一旦終わり、停滞の30年だったが、潮目は変わる。 

③ どうして我が国はＧＡＦＡのような産業のプラットフォームを形成できなかったのか。これから2021 年

以後の展開の為にはその方が良かったから。 

④ 我が国財務省は「国の借金」国民一人当たり1000 万とか言えなくなった。国民の預金通帳に一人当たり

10 万円振り込まれた「お金」は、国民の「借金」ではない事が誰にも分かった。この機会に大規模な公

共投資、国土強靭化。内需拡大政策に徹底的に取り組むべき。「円高は株高」になるまで内需を拡大する

べき。 

⑤ 文部科学省、教科書検定。財務官僚の「勝ち、負け」等、官僚の出世コースに国民がつき合わされ、しか

もそれが左翼と結びついている状況に終止符を打つべき。＜課長の名前を晒せ＞、と言う事。「日本の官

僚の問題」首相、知事、市長が課長を選べない。戦前、官僚は「天皇の官僚」だった。それを悪用して勝

手に軍隊を動かした。今は官僚は「組合」の官僚である。戦前も、戦後も、民主的に選ばれた政治家が官

僚をコントロールできない。教科書問題と政権の「バーター」について。 

⑥ チャイナ共産党消滅後、我が国が最も外交上最初にせねばならない事は、もしも「国連」がそのまま残る

とすれば「中華人民共和国」の光景国家を絶対に認めてはならないことである。ソ連の後継国家が「ロシ

ア」になった。あの時、ウクライナが「うちも後継国家だ」、戦争をしてでも、ロシアに後継国家の資格

を与えないぞ。と主張したら世界史は変わっていた。ウクライナにはロシアよりも核ミサイルがあり、空

母「ワリヤーグ」もあった。ウクライナの人々は数百年に一度のチャンスを逸し、重大な間違いを犯した

のだ。チャイナから後継国家は出さない。日本が常任理事国にならねばならない。 

⑦ 大阪は、日本保守団結の要。東京の保守はまとまらない。大阪の役割は重大。 

⑧ 合衆国弱体化の後は、我が国による第7艦隊買い取りは必至。その上で、我が国はアメリカ連邦政府との

同盟は維持し続け、我が国がアメリカを守らねばならない。「日本はそろそろ自立」と良く言われ、そう

いう言い方も分かるが、本当の認識は、日本が「世界的ヘゲモニー」を握らないと、世界平和は出来ない

可能性について、深く自覚し、思いを致すべき。 

⑨ ＣＰＵの中身の半導体は台湾の「ＴＳＭＣ」と、韓国の「サムソン」が世界の2大産地で、チャイナでは

作れない。これを作るには「超高純度」の「シリコンウエハー」と、最高純度の「フッ化水素」が必要。 

  「シリコンウエハー」は日本の「SUMCO」「信越化学」が世界の大半。「フッ化水素」は「森田科学」ともう

一社、両方とも大阪の会社。「ＴＳＭＣ」はアメリカ本土に工場を持っていくとのこと。 

⑩ レバノンはデフォルトした。カルロス・ゴーンはどうする。ゴーンカードは実は我が国の重要なカード。 

⑪ 北朝鮮。金与生が最高指導者的に振舞っている。近未来東アジア。半島は統一され、5つほど新しく大陸

に国家が分割されてできるので、それと対応するコリアンの統一国家が出現する。 

⑫ 国家も、個人も、他人（他国）の書いたシナリオの中から、まず一歩、独創の未来へと踏み出せるか。 

追加① 7月2日（木）フジ住宅裁判「判決」15時。傍聴券抽選は無い。追加② 岸和田大人塾。6月7日（日）

石平氏。6月28日（日）林千勝氏 ③7月19日日（日）「日の丸行進」    

（推薦する書籍）（新規）「新型コロナの正体 日本はワクチン戦争に勝てるか」（ビジネス社）森下竜一×長谷川幸洋 

「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一 「パンデミックと漢方」（勉誠出版）渡辺望 

（前回推薦した書物）「『武漢ウイルス』後の新世界秩序」（ワニ・プラス）西村幸祐×福山隆   

「三体」（早川書房）劉慈欣  「日本文化の核心」（講談社現代新書）松岡正剛    

「新型コロナの正体 日本はワクチン戦争に勝てるか」（ビジネ社）森下竜一×長谷川幸洋 

「新型コロナ恐慌後の世界」（徳間書店）渡邉哲也  「知っておきたい和食の秘密」（勉誠出版）渡辺望 

「コロナ以後中国は世界戦争を仕掛けて自滅する」（徳間書店）宮崎正弘 

「日本を貶める『反日謝罪男と捏造メディア』の正体（ＷＡＣ）大高未貴 

「人類はパンでミックをどう生き延びたか」（青春出版社）島崎晋             
「日本の心をつくった我が子に教えたい武士道精神」（PHP新書）石平 
（繰り返し推薦する名著） 「隠れていた宇宙 下」（早赤和書房）ブライアン・グリーン 
その他、今回の参考文献 「ガス室の真実」（沢口企画）西岡昌紀 以上 
 
 


